
事業者コード

団体名

連絡先
（電話／メール）

対象分野

事業・
プロジェクト名

環境寄附
対象期間

から まで

寄附額１
（円以上）

寄附額２
（円以下）

100 ～ 2,000,000
寄附額３
（円以上）

寄附額４
（円以下）

1,000,000 ～ 2,000,000

 ■交換商品提供事業者からの環境寄附（個別指定を受けた寄附）：

¥25,795

住宅エコポイント事業住宅エコポイント事業住宅エコポイント事業住宅エコポイント事業
環境寄附対象団体　事業報告書環境寄附対象団体　事業報告書環境寄附対象団体　事業報告書環境寄附対象団体　事業報告書

  

　
　（登録されている対象分野を選択してください）

事務局長　濱﨑　三枝子
 報告者

（役職・氏名）

報告日k024 2012/3/30

（社）大阪南太平洋協会

 ■ポイント取得者からの環境寄附：

 ■交換商品提供事業者からの環境寄附（全団体に均等配分された寄附）：

06-6376-1151/info@aspa-
osaka.com

活動ホームページ
（ＵＲＬ）

http://www.aspa-osaka.com

小規模クリ-ンエネルギー供給装置援助及びエコ住宅建設指導事業

環境寄付開始時点 平成２３年４月

¥5,374

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      合計： ¥31,169

6,000,000

寄附額５
（円以上）

寄附額１から２の
使い途

寄附額５の
使い途

水力・太陽光パネル・風力発電装置１基及び設置費
用とエコ住宅建設に伴う資材及び備品・道具購入費で
す。

　環境寄附をどのような活動内容に充てたのか、400字以内厳守でご記入ください。
　また、環境寄附の使用対象を明確にし、できる限りその使用対象への成果を明示してください。

実際の
環境寄附の

使い途
　

（使用対象
及び成果等）

専門家及び技師の現地派遣費用及び両国の若者育
成費です。

寄附額

　　　※カタログ等で公開されている当初想定の「環境寄附の使い途」に沿った活動に関する報告をお願いします。
　　　※別紙「記入例」を参考の上、活動時期・期間、活動規模なども合わせてご記入下さい。
　　　※寄附額毎に異なる使い途を設定されている場合は、それぞれの活動内容をご記入ください。

装置導入に向けての調査研究費として、援助依頼の
ある地域で供給調査を行います。

寄附額３から４の
使い途

（概要）１９９７年、パプアニューギニアアイタぺ津波被災地へ救援隊派遣後、活動拠点のソワム村（約３００
人）にボランテイア行動隊を派遣し、クリーンエネルギー供給装置設置・地産地消を温暖化防止の重点と捉
え、現地材を使った自作住宅建築の指導を行っています。（使途）この度のご寄付，３１，１６９円は若者育
成事業として２０１１年１０月１５日に派遣した第１０次ＰＮＧソワム村支援行動隊（専門家及び技師等計５
名）の自作住宅建設指導に要する資材費用の一部に充当させていただき、村内住宅の補修工事を実践指
導いたしました。（成果）青年達は家作りが大好きで、傾きかけた古い住宅の補修工事を派遣した日本の技
師と協力し合い、正確な大工技術を習得しました。来年度も事業を継続していき、村内約５０世帯に電灯供
給可能な太陽光パネル調達を検討する予定です。

当初想定の
環境寄附の

使い途
寄附金額

a. 地球温暖化防止 b. リサイクル・廃棄物対策 c. 自然保護・生物多様性保全

d. 森林の保全・緑化 e. 大気・水・土壌環境の保全、化学物質対策

f. 環境教育・人材育成 g. グリーン購入 h. 助成・トラストを行う団体

j. カーボン・オフセットなどの事業・プロジェクト


